
八戸市における水産加工業について

小泉郁子

i はじめに

水産加工業とは，水産物を処理し…般加工品・かんづめ・詰詣・鰐肥料を製造する企業をお

す。

ζζでは特』ζ膏森県のうちで、も水諮業の盛んな八戸前にその関をとり， グ水産と工業のlHTu

と言われる沼地域で，水産加工業がいかに重要な位置を占めるかという ζとを椛認、するととも

に，工場の分布・規模・業種体系iとより，八戸の水産加工業地区を産分し，その特色を調べよ

うとするものである。

諜査方法としては，各種資料の収集・聞きとり・アンケート集計などを用いた o
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n 
〉」 らみると，

4泣である。

数陪和 50 

議では 5 6万 2千トンで

11員位よりおとるのは，

サンマなどのようないわゆる

次に青森県における

2位，金額では 48

をもっ石巻・塩釜と

らである O

をみると，昭和ら O

サベ・イワシ.

6 6万

6千トンであるのは対し，八戸は 56万2千トンと 82%を

ても 65.3%である。このことから奇森県の漁業といってもそのほとんどが八戸前に党中してい

るし，本産加工菜についても，スルメ加工の盛んな大畑町を除くとは紙であることがわかる O

車

④ 

昭和 50 

刀乏した

おける 1去のとおりで， さら

1て しやすい

V¥ことなど;準々あ

寝入ド・大久i呆など

こと，

げられるが，

られること，そ

すものであるo

のように円陸部にも工場立地がみもれるようになったが，これは公害金避けるため佐主的から

連ざかり，水の得やすV¥1Iliul "¥などι立地したからでみる O

(J(fζ工場の蜜史的分子'jJ，つまち工場の設立年から考えていくと，現在の栄を弥めだしたの

きた昭和 25年以降であることがわかる O

・現模の分布から，さら 大詩4t由民;こ

ることができるので

〔鮫地区〕

ここは八戸rnの寝間fとしての苦からの中心地で第 l魚市場がある。加工場は，この魚市場の

たち並ぶ。他地域と比べ大規模な冷凍・冷譲工場があり，乾製品・魚給額料や主とする

いく O

零細漁家が少ないのが特徴である。歴史面からみても，昭和 31王手の

できたあたりに創業を始めた工場が多しこのことからも製氷・玲諌・治議・かλづめ

どが多いことがうかがえる。

〔日銀・湊地区〕

ここの地医は，地形的にみると海岸段丘が#岸広迫っており，市福地をはさんで梅単よりは

加工場の分砲が著しい。特に加工場の集中するのは三島下地区であり，小現模な加工坊が多い。

これは，かつてイカの豊漁期ιスルメ加工をしていた零縦漁家が現在ι至ったとみてよいと思
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われる。ここには八戸市における 8つの魚市場のうち，最も新しい第 3魚市場が昭和 50年度に

開設されているが，乙の魚市場と直結するような大きな加工場の進出という現象はみられない。

その理由としては，この白銀地区がかつては商港としての機能をもち発展してきた所で、あり，

今尚その機能をもっととに起因するものである。

〔小中野地区〕

この地域は馬淵川と新井田川とにはさまれた八戸低地といわれる所で，沼館・ 江陽地区とに

二分され，たくさんの工場が立ち並ぶ。水産加工場は江陽地院の方に多く 立地し，特色として

は冷凍・冷蔵工場をも兼ね備えた按数の業種を扱う大工場が多い乙 とである O 大 工場のまわり

には，下請けの小加工場もみられる。歴史的にみると，昭和 28年のJ12 .i.(t ! Ijtl~の l i:;72が この

地区の力日E場進出の契機となっている C

〔市)11地区〕

昭和 49年から 5 2 年度まで，水産相工場及び製品運送ι1~'-，ご必安心 [1f)，が閉まわ現{i:では

2 2企業がこの地区(こ移転して 1つの水産加工業地区を形成している。 との1;11'-.団地は共同の

汚水処理場をもち， 元来からの目的である水質汚濁 ・悪臭など可う公it~ ;:J'*について一応の

或功をみている。前l乙のべてきた 3地区と異なるところとしては， ，1: [，;1]的に形成された地区で

あるため，魚市場から 10 Km以上も離れているという 点で原料入手に不利な函がみられること

である。しかしこの点についても，昭和 51年・ 52年に新井fHJlI・馬淵川にそれぞれ八戸大

橋・八太郎大橋が完成して臨海道路ができたため，以前よりも距離的・時間的lと短縮され，現

在ではそれほどマイナス面とはなっていない。

今まで述べてきた 4地区を加工場の歴史的面からとらえてみるC まず，現在の水産加工場の

先がけとなった零細漁家が立地したのは，海岸に近く j京料の入手しやすい，白銀・鮫地区のう

ちでも今の八戸線以北の所である o 白根地区では今でも 昔同様あまり変化がみられず，小加工

所の立地が多いが，逆lζ鮫地区では第 l魚市場の凋設により 大冷凍・ 冷蔵工場が立地し，従来

の小加工所は消滅しつつある。白銀・鮫地区に続くのが小中野地ぼであるが，ことは八戸の工

業地帯の中心である。乙れは工場立地に有利な条件(第 2魚市場・工業用水など〕がそろって

現在の工場分布をみている。さらに市川の加工団地は，公害という面から昭和 40年代後半に

立地したものである。

このように工場の分布をみると，初めは原料立地型であったのが，その後のいろいろな条件

.制約により現在では徐々に行政面からの工場立地が色濃くなってきていることがうかがえる。

② 工場の規模

工場の規模について考察するため，指標を各企業の従業員数においた。水差加工の場合，従
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業員の1品成において特徴的なことは，男子より女子従業員が多いということである。特に，臨

時雇いについてこのことが明確にあらわれる。臨時雇で女子が多いのは，男子と比べ低賃金で

雇えるとと，そして水を使う立働きという仕事内容からである。第 21<はアンケー卜調査によ

り，常彊の従業員訟を基準iζア~オまでの 5段階にわけ業開ごとに体名づけ号し， さらに先ほ

どのべた 4地区がどの位置にあるかをみたものである c

第 l去 水産加工場の現況

区 7J 企業数 I}~以

製 ろく . j令 1東 44 78 

0'7- ， す り 1 9 

カ3 A て〉 め 6 6 

魚 的 ; 1 4 1 8 

珍 味 : 8 1 4 

ね 'J 製 口Iコn 1i 3 I 6 

冷凍フィレー ・ブロック ! 4 7 

一 段加工場 ! 56 56 

J仁Eコ、 計 135 204 

昭和 50年度

第 2表 従業員敢による企業数と業種内訳

この去から巧察されることを述べていく。

従業員長JJはア~オにいくにつれJfjえて，，，'¥く。

つまりアに近い万は小規模で j{E!1こオに近い方

J立大規模工場でみることをぷす。小規開仁場で・

nなわれる業種としては，t~ hll ・ 角 的 ・ 低次加

工があげられる O か人づめ ・すり身 ・ね り製lf占

• I令パ!!冷或業は比較(j'j)(きな に域で行なわれて

いる。特にかんづめ業は，設t，uが大きいほど効
率が良いので ζのl.'~ ♂では r'JHfヒされた生号装

置をも っ大f-メ一刀ーがあたる。 11'1i買実業も

fPJttである。珍味という業所はア---.-でのどの没

陪にもみられる。これはけ:車内容をみると T~(f成

規 模 業 種 地l玄17分

ア 1"- 9人

珍問 i . 一一'一-ー一一
イ 10 "-29 

ーー-ーー一一一ーー一←-.._-ーー一一ーー一一ー『一一一一ー一一一一一一一ー -誌冷ー一 J!I 

ウ。 30"-49 す -i中 f出
り 味 蔵冷一 野前バー一一一一一ーーー一-一一一一ー一一一一一一 オョ穿一一一 区

エ 50"-99 カ〉
地り・ ん

ー葉区ー一一一一--.一一一一一ーー-一一一一 ー製口ロ口一一一パ手7)一一ー
オ.100人以上

イヒし{三くし 1が，

それほど大き

な花設が必要

な~."¥こと，ま

たう-!P'llがIiZく

つくとt，うこ

とカノら，どの

段階の工場で

も行なわれて

いるのである。

エ以上， つま り従業員 50人以上の工場は 2 ， 3の業曹を複業するケースが多く ，組み合わ

せとしては，冷凍ーすり身ーねり製品という例が多し 1。このことは，原料がすけとうだらとい

う保存のきかない魚であり ，これがすり身という半製品を経て，かまぼこ，ら くむなどのね り

製品になる ということからわかる O
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第 l図 業種別水産加工場の
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以上述べてきたことから， うちでも最も と水建業の~んな所であると

いうことがわかった。。したがって， おいて水産加工業が飛躍的発展を遂げたのは当然の

ことといえよう。

しかし，最近では全国的ι200海里問題が大きくなり，71< はこれから先，原料不
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廷の時代をひかえ，どのように対fuしていくかという大切な立場は立たされている。また八日

市の水産加工業界はは，小加工場氏関する ζじ公害問題，水産加工関掲の問題，さらにはま

だまだ関鵡として叡りあげなければならないものがたくさん残っている。

刻々と移ηゆく現在， グ水産業と工業の町M といわれる八岡市において，今後なお

というもの壱質的民向上させるのは必要なこと拭，これらの課題とどう取り組んで、いく

かという市民の犠極的震度と，最も遥拐な現状把握，さ与にはあらゆる面からお繰密な計闘で

あると思われる。

綾後』ζ本橋を作或するiζあたり，

感謝いたします。
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